
事前の草刈り作業の状況です。 

 

現在の堆肥置き場の状況です。 

 

現在の堆肥置き場内に巨大なキノコ

（名前不詳、どなたかわかりませんか） 

 

 

 

第 100 回グリーンサポート隊活動報告 

1．日時：2019．10.20(日)午前 9時～11 時 

2．場所：三芳町保存林 D 地区（トラスト 14 号地・県有地） 

3．参加者：18 名（他に役場 3名） 

4．活動内容 

 そろそろ来年の落ち葉掃きの準備を始めないと今年

は例年になく雨が多かったためか、林床がいつもと

様相が違います。D地区は通常、笹はあまり繁茂して

いなくていわゆる雑草が多いところですが今年は他

の地区同様に笹が多いです。従って丹念に草刈りを

実施しておかないと落ち葉掃きの時には障害になり

ます。活動に先立ち、15、16 日 2 日間、事前に刈り

込み機を使用し刈り込み作業を実施しました。本日

の作業が草刈り後の笹を主体とした草を袋詰めし雑

木林外に搬出作業を実施しました。先月の台風後に

更に台風が接近し、その影響が心配されたのですが、

幸い風が思ったほど強くはなかったので、樹木は枝

が折れる程度で倒木などはありませんでした。 

 草刈り時、本日の作業時にも林床に沢山の枝が落ちており、これの始末が大変です。あまりに量が多く人

でのみの搬出はできない状況になっています、林内の遊歩道わきに採取した枝が山積みになっています。

今後これを作業時に少しずつ搬出することを考えています。 

作業日前の事前の草刈り作業状況、雑草が繁茂している。  

 

 

例年通り、来年 1月に落ち葉掃きをする予定ですが、堆肥場は新規分を置く場所を正木さんが作ってくれ

ていますが、擁壁が崩れており、新規の堆肥置き場作成が急がれる状況です。製作には多額の資金が必要

なので、今後その費用の捻出を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

刈り取った草を搬出のために袋詰めしています。 

 

 

本日の作業で、グリーンサポート隊の作業が節目となる第 100 回目です。2009 年 11 月 15 日に第 1 回目

の作業を開始して、丁度 10 年目になります。この間、おそらく述 4000 名近い会員が雑木林の整備活動に関

わっていただき、10 年前には林内は樹木が繁茂して人が入るのを拒む状況で、タイヤや家電製品、バイク

などの粗大ごみが数多く投げ捨てられていました。現状からは想像もできないことです。これも会員皆様の

熱意、無償の行為に支えられてできたことです。本当に感謝申し上げます。その結果が埼玉県の第 14 号ト

ラスト地の認定につながり、グリーンサポート隊が発足した当初、この素晴らしいみどりを何とか後世に、

子供たちに残してあげたいという思いが達成で来ました。これから、維持していくにも大変な努力、労力が

必要です。これからも皆さんと力を合わせてやっていきましょう。 

 

次回 活動日：11 月 17 日（日）午前 9 時～、D地区今回やり残したところと道路側の枝と刈り取った草の

片付けを予定しています。 

100 回達成で記念になることをやりたいのですが、良いアイデアがあればお寄せ下さい。 


